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ＰＴジャーナル・第 51巻・総目次・2017年（第 1号～第 12号） i（ ）

［とびら］ 

むべなる理学療法を探求して 山田隆介 5（ 1）
私を育ててくれたもの 松田淳子 101（ 2）
匠（たくみ） 増田芳之 189（ 3）
腰痛予防の取り組みを通して 磯あすか 277（ 4）
深い人間理解とそれに基づく愛 渡邉好孝 381（ 5）
これからの目標 柳田健志 473（ 6）
経験を発信する 貞松　徹 563（ 7）
多角的・多面的視点をもった理学療法士
  浅野直也 647（ 8）
いろり 酒井尚子 733（ 9）
大学のブランド化に向けて 大西秀明 839（10）
「僕は褒められて伸びるタイプです」
  井上和章 947（11）
薄れていく記憶 小林　武 1053（12）

［特集］ 

多職種で取り組むがん診療と理学療法
がん患者の診療/ケアにおける理学療法士の役割
  渡辺典子 9（ 1）
緩和ケアチーム活動の意義と理学療法士の視点
  村岡法彦・菊池秀也・島田勝規・
  菅原かおり・千葉　恒 17（ 1）
骨転移患者に対する多職種チームアプローチの意義と
理学療法士の役割 北原エリ子 27（ 1）
終末期がん患者を支える理学療法士の視点
  林　邦男 35（ 1）
座談会：がん患者の診療/ケアにおける専門職の視点
と役割 横田一彦・前田景子・加藤裕芳・

  林ゑり子 45（ 1）
現任研修―求められる臨床技能の習得
理学療法士に必要な臨床技能と人財育成
  黒澤和生 105（ 2）
理学療法士に必要な臨床技能としてのハンズオンスキ
ルと現任研修 山内正雄 117（ 2）
理学療法士に必要な臨床技能としてのハンズオフスキ
ルと現任研修 高村浩司 123（ 2）
臨床技能の習得に必要な現任研修の実情と展望
 1．訪問リハビリテーションに必要な臨床技能

 　 塚田鉄平・呂　隆徳・大田哲生 131（ 2）
 2．発達障害領域に必要な臨床技能の考え方
 　 清宮清美 134（ 2）
 3．外来の理学療法に求められるもの
 　 伊能幸雄 136（ 2）
 4．増加する理学療法への対応と質の担保
 　 奥山夕子 138（ 2）
 5．内部障害領域―小規模スタッフにおける実情を
 　中心に 野添匡史 141（ 2）
 6．地方自治体に必要な臨床技能
 　 岡本慎哉 143（ 2）
 7．リハビリテーション部門マネジメントに必要な
 　臨床技能 八木麻衣子 145（ 2）
通院・通所における理学療法を再考する
エディトリアル 金谷さとみ 193（ 3）
整形外科領域における通院の理学療法
  渡邉幸勇・鍋島雅美・新保雄介 197（ 3）
中枢神経疾患における外来リハビリテーションの実際
　―理学療法実施と外来管理 土井博文 207（ 3）
呼吸器疾患領域における通院の理学療法
  北川知佳・角野　直・森内惠郁・
  山下はるか・伊東　宏 215（ 3）
介護保険制度における通所の理学療法
  島田達也 221（ 3）
障害児・障害者における通所理学療法
  平沼勝也 233（ 3）
理学療法と下肢装具
理学療法と下肢装具 吉尾雅春 281（ 4）
歩行獲得を目的とした装具療法―長下肢装具の使用と
その離脱 大畑光司 291（ 4）

短下肢装具の歩行への影響 昆　恵介 301（ 4）
下肢装具を用いた日常生活活動練習と理学療法
  鈴木英樹・兒玉健宏 311（ 4）
座談会：脳卒中治療における下肢装具の活用
  永冨史子・溝部朋文・阿部浩明・
  西尾祥子 318（ 4）
歩行の安全性
エディトリアル―歩行の安全性 内山　靖 385（ 5）
歩行の安全性にかかわる神経生理機構
  高草木薫 389（ 5）
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歩行の安全性にかかわる心理機構
  樋口貴広 397（ 5）
歩行の安全性にかかわる工学支援
  秋山靖博・山田陽滋 405（ 5）
歩行の安全性にかかわる環境支援
  岡村大介 415（ 5）
歩行の安全性にかかわる地域支援
  竹村　仁・安藤真次・三重野陽一 427（ 5）
理学療法士のはたらき方
新時代のプロフェッション 髙澤文俊 477（ 6）
自己実現と理学療法士 永冨史子 485（ 6）
組織と理学療法士 大垣昌之 491（ 6）
女性理学療法士の職場環境と課題
  岩𠃕𠃕𠃕 499（ 6）
座談会：理学療法士としてはたらくということ
  松葉好子・吉尾雅春・渡邊亜紀・
  張本浩平 507（ 6）
理学療法のプロフェッショナルをめざして
理学療法士の継続教育の取り組み
  植松光俊・中川法一 567（ 7）
理学療法士の継続教育における教育機関の役割
  臼田　滋・朝倉智之 573（ 7）
各分野での継続教育のあり方
 1．中枢神経疾患分野のプロフェッショナルを育て
　　る 髙橋明美 583（ 7）
 2．整形外科疾患分野のプロフェッショナルを育て
　　る 福井　勉 589（ 7）
 3．循環器疾患分野のプロフェッショナルを育てる
 　 神谷健太郎・濱崎伸明・松永篤彦 593（ 7）
 4．呼吸器疾患分野のプロフェッショナルを育てる
 　 高橋仁美 597（ 7）
 5．在宅理学療法のプロフェッショナルを育てる
 　 小山　樹 603（ 7）
理学療法と臓器連関
〔エディトリアル〕理学療法と臓器連関
  高橋哲也・礒　良崇 651（ 8）
急性期理学療法と臓器連関 飯田有輝 657（ 8）
腎臓理学療法と臓器連関
  平木幸治・堀田千晴 665（ 8）
循環器理学療法と臓器連関 神谷健太郎 673（ 8）
呼吸理学療法と臓器連関 平澤　純 679（ 8）
ACL損傷と動作
〔エディトリアル〕ACL損傷と動作
  川島敏生・関　大輔 737（ 9）
整形外科医からみた ACL損傷における動作の重要性

と理学療法士との連携 内山英司 745（ 9）
疫学調査からみた ACL損傷と動作
  高橋佐江子・永野康治 751（ 9）
ACL損傷と評価すべき動作
  森口晃一・鈴木裕也 757（ 9）
ACL損傷とスポーツパフォーマンス―ACL再建術後
のスポーツパフォーマンス向上のために

  吉田昌平 763（ 9）
ACL損傷とグラウンドでみる動作分析
  安藤貴之 771（ 9）
半側空間無視
〔エディトリアル〕半側空間無視研究の原点―Brain
（1941）に学ぶ 網本　和 843（10）
半側空間無視の臨床特性と基本的理学療法
  神田千絵・稲田　亨・内藤考洋・
  早坂梨紗・網本　和 845（10）
半側空間無視のメカニズム 森岡　周 855（10）
半側空間無視の病態基盤を考慮した臨床評価
  大松聡子・高村優作・今西麻帆・
  森岡　周・河島則天 865（10）
半側空間無視に対する脳刺激アプローチ
  万治淳史・松田雅弘・和田義明・
  稲葉　彰・網本　和 875（10）
半側空間無視の視覚・運動感覚からの治療アプローチ
  沼尾　拓・網本　和 883（10）
多分野に広がる理学療法
〔エディトリアル〕「多分野に広がる理学療法」の企画
にあたって 福井　勉 951（11）
海外企業との連携 大田幸作 953（11）
動作解析を用いた機能的ウエア開発―ワコールとの共
同開発 橋本雅至 959（11）

姿勢改善をめざすベルトおよびウエア開発―Reebok
との共同開発 柿崎藤泰 963（11）

腰痛を予防するマッスルスーツ開発
  梶原侑馬・小林　宏 967（11）
無動力歩行支援機の開発 阿部友和 971（11）
地域リハビリテーションを基軸とした起業と経営
  松井一人 974（11）
セミナーと出版事業を通した理念の実現
  張本浩平 979（11）
足の健康専門店の起業と経営
  安倍浩之・安倍一誠 982（11）
ヒトと用具のマッチングを追求したスポーツ用品開発
  八幡健太郎 986（11）
Human centric scienceに基づいたスポーツ用品開発
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  波多野元貴・高島慎吾・大塚直輝
  ・角奈那子 989（11）
高齢化率 40％でもビクともしない街づくり
  長谷川由理 993（11）
脊髄損傷者との挑戦―脊髄損傷者専門トレーニングジ
ム 渡部　勇 997（11）

プロ野球における障害予防の取り組み
  岩本　仁 1001（11）
プロサッカーにおける理学療法士の役割
  塙　敬裕 1005（11）
エキスパートが語る小児理学療法
エディトリアル―根拠ある評価ツール・治療介入を携
え取り組む時代へ 小塚直樹 1057（12）
小児理学療法の動向 中　　徹 1059（12）
脳性麻痺研究 藪中良彦 1067（12）
発達障害へのかかわり 新田　收 1079（12）
発達障害児に対する早期理学療法
  前本　薫・石井のぞみ・伊藤　康・
  竹中佐江子・内田美穂・加勢泰康 1087（12）
家族を中心とした理学療法 樋室伸顕 1095（12）

［入門講座］ 

「はじめて」への準備（臨床編）
1．はじめてのベッドサイド理学療法
  永冨史子 60（ 1）
2．はじめてのカンファレンス 松葉好子 153（ 2）
3．はじめての外来指導 小原裕次 245（ 3）
4．はじめての住宅改修―情報入手・自宅訪問・プラ
ンニング 金谷里砂 346（ 4）

5．はじめての装具作製―評価・提案・手続きの知識
  武田好史 437（ 5）
6．はじめての家族指導 本田祐一 529（ 6）
「はじめて」への準備（臨床研究編）

1．臨床での疑問を研究の視点で整理しよう
  甲田宗嗣 619（ 7）
2．臨床研究の倫理について考えよう
  長谷川隆史 695（ 8）
3．臨床研究のデータを収集・分析しよう
  生野公貴 791（ 9）
「はじめて」への準備（クリニカルリーズニング編）

1．心機能低下のある患者の理学療法におけるクリニ
カルリーズニング 田屋雅信 905（10）

2．脳卒中患者の理学療法におけるクリニカルリーズ
ニング 荻原啓文・丸山陽一 1019（11）

3．スポーツ障害の理学療法におけるクリニカルリー

ズニング 常盤直孝 1111（12）

［講座］ 

理学療法エシックス
1．理学療法の倫理 松田　純 67（ 1）
2．臨床と研究の倫理 内山　靖 163（ 2）
3．在宅医療と介護の倫理 桑山浩明 251（ 3）
4．倫理的諸問題とその解決策 日下隆一 353（ 4）
運動と分子生物学
1．筋蛋白質代謝に対する栄養と運動の影響
  下村吉治 443（ 5）
2．マイオカインによる代謝への影響
  眞鍋康子 535（ 6）
3．運動の認知・神経機能への影響
  征矢茉莉子・征矢英昭 626（ 7）
4．運動が血管機能へ及ぼす影響
  松本泰治・下川宏明 701（ 8）
ニューロモジュレーション
1．ニューロモジュレーションの現状と展望
  竹内直行・出江紳一 799（ 9）
2．歩行再建とニューロモジュレーション
  藤本宏明・三原雅史・宮井一郎 913（10）
3．麻痺側上肢機能とニューロモジュレーション―ブ
レイン・マシン・インターフェースによる脳卒中片
麻痺上肢の運動機能回復 牛場潤一 1026（11）

4．疼痛とニューロモジュレーション
  大島秀規・吉野篤緒 1117（12）

［1ページ講座］ 

理学療法関連用語～正しい意味がわかりますか？
コンプライアンス 明日　徹 57（ 1）
ハイフローセラピー 瀬崎　学 151（ 2）
Non communicable diseases（非感染性疾患）
  廣滋恵一 241（ 3）
軽度認知障害（mild cognitive impairment：MCI）
  佐藤　厚 343（ 4）
病床区分 前田秀博 435（ 5）
ADL維持向上等体制加算 平野明日香 525（ 6）
小脳性運動失調評価法（Scale for the Assessment and 

Rating of Ataxia：SARA） 山内康太 616（ 7）
脳浮腫 卜部貴夫 693（ 8）
Subjective visual vertical 西村由香 789（ 9）
関節筋 吉尾雅春 903（10）
エイリアンハンド徴候（alien hand sign）
  網本　和 1017（11）
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マイオカイン 永富良一 1109（12）
障がい者スポーツ
総論―障がい者スポーツの特性とアンチ・ドーピング
への取り組み 信太奈美 59（ 1）
陸上 池部純政 152（ 2）
ボッチャ 片岡正教 243（ 3）
水泳 増田基嘉 345（ 4）
ゴールボール 加藤瑛美・菊池拓道 436（ 5）
CPサッカー 浦山聖剛 527（ 6）
アーチェリー 沖　公恵 618（ 7）
シッティングバレーボール 笹崎莉愛 694（ 8）
車いすテニス 蛯江共生 790（ 9）
ウィルチェアーラグビー 涌井俊裕 904（10）
ブラインドサッカー 松井　康 1018（11）
車いすバスケットボール 横瀬英里子 1110（12）

［臨床実習サブノート］ 

臨床実習のリスク 地雷を踏むな！
8．がん 井上順一朗 75（ 1）
9．大腿骨頸部骨折 川端悠士 171（ 2）
10．認知症
 　 福永裕也・小幡太志・齋藤圭介 260（ 3）
歩行のみかた
1．歩行観察の ABC 内山　靖 362（ 4）
2．変形性膝関節症 山田英司 457（ 5）
3．変形性股関節症 永冨孝幸 543（ 6）
4．関節リウマチ 水澤一樹 632（ 7）
5．パーキンソン病 須貝恵理 709（ 8）
6．被殻出血および視床出血 増田知子 808（ 9）
7．小脳出血 芝崎　淳 921（10）
8．小児の脳性麻痺 野々垣聡 1035（11）
9．成人の脳性麻痺 中林美代子 1123（12）

［報告］ 

糖尿病性末梢神経障害患者の歩行動揺性が身体活動量
に与える影響―パス解析を用いた検討
　  鈴木啓介・廣岡　卓・新津雅也・
  小中澤聡・加茂智彦・大武　聖・
  西田裕介 815（ 9）
新入職員に対する社会人基礎力育成研修の効果
　  大木雄一 930（10）
脳性麻痺痙直型両麻痺患者の Physical Cost Index と
関連する因子の検討

  高木健志・楠本泰士・津久井洋平・
  高木律子 1132（12）

［症例報告］ 

右開胸低侵襲心臓手術後に再膨張性肺水腫を発症し重
症化した症例の理学療法経験

　  石原広大・湯口　聡・森沢知之・
  間瀬教史 83（ 1）
母趾種子骨の疲労骨折による疼痛に対し結合組織の柔
軟性改善が有効であった 1症例

　  上川慎太郎・岡西尚人・加藤哲弘 715（ 8）
運動療法が石灰融解過程促進に寄与した可能性のある
石灰沈着性腱板炎の一例

　  井坂晴志・岡西尚人・山本紘之・
  今村進吾・菅谷啓之 823（ 9）
高齢両側大腿切断者の急性期から回復期までの動作獲
得の経過

　  宇根美里・薬師寺高明・目谷浩通・
  花山耕三・片山裕貴・山本武範 1042（11）
頸部郭清術および放射線治療後の関節可動域制限に対
する理学療法

　  原　　毅・阿部　勉・石井貴弥・
  久保　晃・三浦弘規・安孫子幸子 1137（12）

［紹介］ 

在宅ケアを支える理学療法士・作業療法士の育成事
業―大阪府立大学における卒後教育プログラムの取
り組み

　  中田伊知子・樋口由美・藤堂恵美子
  ・淵岡　聡・日垣一男・吉田幸恵
  ・奥田邦晴・高畑進一 720（ 8）
日本リハビリテーション発祥地記念館を訪れて
　  木村英司 1141（12）

［ひろば］ 

急性期理学療法の発展のために―ADL維持向上等体
制加算の普及 平野明日香 179（ 2）

［甃のうへ］ 

43．理学療法学研究―継続する力
　  日岡明美 56（ 1）
44．折り合いをつける 佐藤史子 150（ 2）
45．女性たちとともに 山内章子 344（ 4）
46．感じることを大切に 堀口　遥 434（ 5）
47．研究生活を振り返って 李佐知子 524（ 6）
48．基本を大事に―過去・現在・未来軸で
　  柿田京子 615（ 7）
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49．縁 齋藤悟子 691（ 8）
50．キャリアを積むために―女性理学療法士としての
苦悩 榊　聡子 788（ 9）

51．オフの時間から学べたこと 篠田麻衣 899（10）
52．感謝の気持ちを忘れずに 牧野美里 1016（11）
53．地域づくりをめざして 石田英恵 1107（12）

［あんてな］ 

第 52回日本理学療法学術大会（in千葉）の企画と開催
地の紹介 鈴木克彦・黒田昌宏 332（ 4）
第 52回日本理学療法士協会全国学術研修大会 in 石川
のご案内 間所昌嗣 778（ 9）

［新人理学療法士へのメッセージ］ 

理学療法士として心がけていること
　  河野めぐみ 340（ 4）
たんたんと　こつこつと 山川友和 432（ 5）
たくさん失敗して散々迷って時々体調を崩す，人見知
りな理学療法士より 飯田優真 518（ 6）

［初めての学会発表］ 

不安から活力へ 尾崎圭一 786（ 9）
成長の糧となる経験 塩見　誠 894（10）

［学会印象記］ 

〔The 13th International Congress of the Asian Con-
federation for Physical Therapy（ACPT2016）〕課題
を実感したマレーシアでの 4日間
　  山口翔平 148（ 2）
〔回復期リハビリテーション病棟協会　第 29回研究大
会 in広島〕レベルアップ！スピードアップ！フォ
ローアップ！ 甲田宗嗣 522（ 6）

〔第 32回日本静脈経腸栄養学会学術集会〕すべては患
者さんのために―栄養からみる多職種連携と今後の
課題 尾崎里美 612（ 7）

〔第 52回日本理学療法学術大会〕理学療法の発展と学
術活動 藤井一弥 688（ 8）

〔Asia Western Pacific Region of World Confederation 
for Physical Therapy（WCPT︱AWP） Congress 
2017〕アジア・西太平洋地域において日本の理学療
法士は何ができるのか？ 加藤倫卓 896（10）

〔WCPT Congress 2017〕参加して感じた世界と日本の
理学療法 長谷川真人 1011（11）
第 54 回日本リハビリテーション医学会学術集会課題
先進国「日本」の理学療法士として感じたこと

  井上　優 1104（12）

［プログレス］ 

脳卒中に対する再生医療 田口明彦 451（ 5）

［連載］ 

超音波で見る運動器と運動療法 Q&A
1．超音波で見る運動器と運動療法 Q&A
　  皆川洋至・林　典雄 1（ 1）
2．超音波で見る運動器と運動療法 Q&A
　  皆川洋至・林　典雄 97（ 2）
3．超音波で見る運動器と運動療法 Q&A
　  朴　基彦・林　典雄 185（ 3）
4．超音波で見る運動器と運動療法 Q&A
　  皆川洋至・林　典雄 273（ 4）
5．超音波で見る運動器と運動療法 Q&A
　  朴　基彦・林　典雄 377（ 5）
6．超音波で見る運動器と運動療法 Q&A
　  皆川洋至・林　典雄 469（ 6）
7．超音波で見る運動器と運動療法 Q&A
　  皆川洋至・林　典雄 557（ 7）
8．超音波で見る運動器と運動療法 Q&A
　  皆川洋至・林　典雄 641（ 8）
9．超音波で見る運動器と運動療法 Q&A
　  朴　基彦・林　典雄 729（ 9）
10．超音波で見る運動器と運動療法 Q&A
　  皆川洋至・林　典雄 833（10）
最終回．超音波で見る運動器と運動療法 Q&A
　  皆川洋至・林　典雄 941（11）

［文献抄録］ 

呼吸
慢性閉塞性肺疾患患者に対する呼吸リハビリテーショ
ンにおける身体活動に関するカウンセリング：無作
為化比較試験 森野　陽 92（ 1）
インターネットを媒体とした歩数計を用いたプログラ
ムは慢性閉塞性肺疾患患者の健康関連 Quality︱of︱
Lifeと日常の歩数を向上させる―無作為化比較試験

　  森野　陽 372（ 4）
慢性閉塞性肺疾患患者における身体活動に関する意味
のある最小変化量 森野　陽 636（ 7）

慢性閉塞性肺疾患患者に対する 6分間歩行試験におけ
る酸素投与の短期効果―無作為プラセボ単盲検クロ
スオーバー試験 森野　陽 936（10）

2026/10/11 21:44:26



ＰＴジャーナル・第 51巻・総目次・2017年（第 1号～第 12号）vi（ ）

運動器
変形性膝関節症患者におけるベースライン時の歩行時
膝キネマティクスと 5年後の軟骨の厚みの変化は関
連する 小林　巧 92（ 1）
リハビリテーションエクササイズにおける恥骨筋と梨
状筋の動員と活動―筋電図学的研究
　  伊藤俊輔 180（ 2）
膝関節置換術後の慢性術後痛の評価―コアアウトカム
セットの開発 大矢暢久 181（ 2）
足関節内反捻挫の内的危険因子：システマティックレ
ビューとメタ分析 小林　匠 268（ 3）
複合的に行った術前と術後の理学療法プログラムは

ACL再建術2年後の結果にどのように影響するだろ
うか？―Delaware︱Oslo ACL Cohortと Norwegian 
National Knee Ligament Registryにおける比較
　  中尾陽光 269（ 3）
慢性足関節不安定症者における腓骨異常アライメント
　  小林　匠 552（ 6）
膝不安定性を有する変形性膝関節症患者の歩行特性の
変化 小林　巧 636（ 7）
股関節，膝関節における人工関節全置換術後の満足度
に影響を与える患者の期待度
　  伊藤俊輔 724（ 8）
肩関節周囲炎の自然経過―真実か虚構か？　システマ
ティック・レビュー 大矢暢久 725（ 8）
最新版 根拠に基づく臨床的診療―システマティック
レビューと多領域にわたるコンセンサスに基づく前
十字靱帯リハビリテーションのための診療ガイドラ
イン 中尾陽光 937（10）
前十字靱帯損傷膝での膝装具装着時と非装着時におけ
る前方ランジ時の脛骨移動量の X線透視下での分
析 中尾陽光 1049（11）
慢性足関節不安定症患者におけるリハビリテーション
と健康に関連した生活の質（QOL）の改善―メタ分
析 小林　匠 1144（12）

中枢神経と末梢神経電気刺激療法の組み合わせによる
腰痛治療―無作為，二重盲検法，階乗臨床試験

  大矢暢久 1145（12）
予防
電子カルテデータを利用した電子虚弱インデックスの
開発と検証 森尾裕志 93（ 1）
退職した地域高齢者の座位行動と精神面・認知面・身
体面・機能面の健康の関連性について
　  小川峻一 180（2）
高齢者の年齢，肥満，薬の副作用がバランス・移動能

力テストのスコアに及ぼす影響
　  世古俊明 464（ 5）
長期間の身体活動による高齢者の身体機能変化の予測
　  小川峻一 552（ 6）
高齢者の歩行能力から将来的な認知機能低下を予測す
る：スコーピングレビュー 斉藤琴子 553（ 6）

握力における世界的規模の差異―握力標準値のシステ
マティックレビューとメタアナリシス

　  森尾裕志 637（ 7）
男性を対象としたメタボリックシンドロームに関連す
る筋力値のカットポイント 世古俊明 724（ 8）

座りがちの生活を送る高齢者に対する 24か月の身体
活動介入と健康教育介入の認知機能への効果

　  小川峻一 828（ 9）
身体活動量と生存率の関連は心肺機能と握力のレベル
で異なる―英国バイオバンクに登録された 498,135
名からの検証データ 森尾裕志 937（10）

高齢女性における自己記入式の身体活動量と身体パ
フォーマンスの関連 小川峻一 1144（12）

高齢者の歩行の増加―単一被験者を対象とした要因無
作為化比較対照試験を用いた行動変容技法の検証

　  大森圭貢 1145（12）
神経
ミラーセラピーによるニューロンの関係性：足部の錯
視誘起に関して fMRIを用いた研究

　  斉藤琴子 93（ 1）
基礎
歩行周期を決定するための下腿慣性力と腰部慣性力の
測定の正確性と信頼性―実験室内歩行と実生活にお
ける歩行の分析 櫻井好美 181（ 2）

歩行能力の経年変化は骨折危険性の高い地域在住高齢
者の転倒発生率と関連する 櫻井好美 373（ 4）

脳卒中者の歩行中の安定性限界維持のための運動戦略
　  櫻井好美 553（ 6）
歩行中の足底刺激がストライドの時間と距離の長時間
相関に与える影響 中村壽志 725（ 8）

地域
フレイル症候群に対する身体活動の介入効果
　  世古俊明 268（ 3）
糖尿病
糖尿病患者の足底圧上昇と歩行特性との関係
　  中村壽志 269（ 3）
2型糖尿病の高齢者を対象とした，血糖コントロール，
筋力，除脂肪体重に対する抵抗トレーニングの効
果―メタ分析 世古俊明 1048（11）
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糖尿病神経障害の生体力学的特徴―歩行周期，筋活
動，足底圧についてのシステマティックレビューお
よびメタ分析 中村壽志 1049（11）
スポーツ
膝屈曲角度の修正における患者特性がジャンプ着地で
の膝前十字靱帯損傷の危険因子に与える影響
　  小林　巧 372（ 4）
ACL再建術後の再受傷リスクを減らす鑑別方法
　  中尾陽光 637（ 7）
Star excursion balance testの前方リーチ距離の左右
差は大学生アスリートの外傷と関連する
　  小林　匠 828（ 9）
靴走行と裸足走行によるランニング障害の前向き研究
による比較 斉藤琴子 829（ 9）
大学および高校でのスポーツ活動における前十字靱
帯，内側側副靱帯および半月板損傷の受傷率におけ
る性差 小林　巧 936（10）
小児
学童期，思春期の脳性麻痺のための日常生活活動評価
尺度のシステマティック・レビュー
　  坂上　昇 373（ 4）
生活場面におけるウォークエイドの短期間の使用が脳
性麻痺痙直型片麻痺児に与える効果
　  伊藤俊輔 464（ 5）
脳
認知症における行動心理症状の改善に関するスタッフ
トレーニング領域のシステマティックレビュー
　  小林和彦 465（ 5）
脳血管障害後 15年間の経過及び結果―生存率，障害，

QOL，認知・精神機能の点から
　  斉藤琴子 465（ 5）
リハビリテーション後に自宅退院した転倒リスクのあ
る脳卒中患者における転倒と機動性の結果を予測す
る要因 伊藤俊輔 1048（11）
支援工学
多発性硬化症者における機器によるバランスと歩行の
評価は高い再検査信頼性を示す
　  大森圭貢 829（ 9）

［資料］ 

2017年理学療法領域関連学会  90（ 1）

［書評］ 

地神裕史，斉藤秀之（編集）『上肢の理学療法―局所機
能と全身運動を結びつけるインタラクティブ・アプ

ローチ』 大西秀明 55（ 1）
岡田慎一郎，上村忠正，永井絢也，長谷川真人，村上
京子，守澤幸晃著『理学療法 臨床実習サポートブッ
ク―レポート作成に役立つ素材データ付』

　  前野竜太郎 89（ 1）
Oliver Ludwig著／月城慶一，ハーゲン愛美訳『実践
にいかす歩行分析―明日から使える観察・計測のポ
イント』 山本澄子 300（ 4）
石川　朗，種村留美（総編集）／小島　悟，小林麻衣（責
任編集）『15レクチャーシリーズ 理学療法・作業療
法テキスト　運動学実習』 宮本重範 331（ 4）
山口美和著『PT・OTのための　これで安心　コミュ
ニケーション実践ガイド（第 2版）』

　  小川克巳 450（ 5）
大橋俊夫，河合佳子著『生きている しくみがわかる 生
理学』 窪田雅之 463（ 5）

澤田辰徳編／齋藤佑樹，上江洲　聖，友利幸之介編集
協力『作業で結ぶマネジメント―作業療法士のため
の自分づくり・仲間づくり・組織づくり』

　  土井勝幸 521（ 6）
大橋俊夫，河合佳子著『生きている しくみがわかる
生理学』 本間研一 526（ 6）

中山健夫（監修）／日髙正巳，藤本修平（編集）『PT・
OT・STのための診療ガイドライン活用法』

　  諸橋　勇 687（ 8）
高橋哲也編『《理学療法 NAVI》ここで差がつく“背景
疾患別”理学療法 Q & A』 野村卓生 692（ 8）
坂井建雄著『標準解剖学』 町田志樹 822（ 9）
相澤純也（監修）／中丸宏二，廣幡健二（編集）『クリニ
カルリーズニングで運動器の理学療法に強くな
る！』 加藤　浩 893（10）

山﨑裕司編集『理学療法士・作業療法士のためのでき
る！ ADL練習』 網本　和 901（10）

藤野雄次編集／松田雅弘，畠　昌史，田屋雅信編集協
力『そのとき理学療法士はこう考える―事例で学ぶ
臨床プロセスの導きかた』 成田崇矢 1010（11）

安保雅博（監修），中山恭秀（編著）『臨床データから読
み解く理学療法学』 大西秀明 1015（11）

坂井建雄著『標準解剖学』 荒川高光 1130（12）
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